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「ケルト」という言葉 

Tolkien と言えば、古英語・中英語・ゲルマン諸語のフィロロジストであるが、彼はオックスフォード大
学におけるケルト学の講演シリーズ O’Donnell Lecturesの初回（1955年）に登壇し“English and Welsh”という
タイトルで講演を行っている1。 この“English and Welsh”で Tolkienは“Celtic”という言葉を「ケルト諸語の」
という言語学的な用語として使う必要、そして“Celtic”という包括概念が近代に創出されたものであること
に注意を促し、それを「人種」へと拡大しステレオタイプ化することの誤謬を指摘している。 
「ケルト」という言葉は、1990年代以降考古学者による「ケルト懐疑」の動きを受け、使用に慎重が期さ
れるようになった2。しかしケルト語・ケルト語文学研究者の間ではそれ以前から、「ケルト・ケルティッ

ク」に関する一般に流布したステレオタイプに対して、例えば Sims-Williamsは 1980年代から3、より早くは

1951 年の Kenneth Jackson に見られるように抗議の声が上げられている。1955 年の Tolkien の“English and 
Welsh”におけるケルティシズム4批判は、こうしたケルト学研究者と共通の学問的認識を反映した姿勢ので

ある。Jacksonはケルト語話者に関するロマンチックな偏見の根源を Macphersonの『オシアン』に辿り、W. 
B. Yeats ら「ケルト復興」のムーブメントが生み出した神秘性を強調するステレオタイプを「甚だしい虚説」
と批判し、Matthew Arnold の「ケルトの魔法」(Celtic Magic)というフレーズを「謬見から生まれ、更なる謬
見を招いている」と弾劾している5。Tolkienもケルティシズムの元凶と見なされている Arnoldの打ち出した
気まぐれで詩的な「ケルト」と質実剛健で現実的な「サクソン／チュートン」という二項対立のステレオタ

イプを揶揄して「ほとんどの神話と違って、この神話には全く価値がない」と断じている6。「ケルト」と

超自然の世界や神秘・幻想との親和性という刷り込みは、日本においても未だ非常に根強いものである。 
 

「妖精」と「ケルト」 
超自然的要素を代表する存在である妖精は、「ケルト」との繋がりが濃厚である。中世文学を彩ったロ

マンス作品に登場する妖精たちが活躍する場として浮上するのが、未だ知られざるものが存在し得る「周縁

領域」として位置づけられた、現在で言うところの「ケルト諸語圏」であった。ブルターニュやアイルラン

ドなどのケルト諸語圏は、12 世紀には「不思議」や「未開」のイメージが付与されていた。東方
オリエント

は、古代

作家の百科全書や地理書においても驚異の宝庫とされていたが、こうした未知の遠い東方の驚異と類似した

驚異がヨーロッパ辺境の地にも存在するとされ、これが西方のケルト諸語圏であった7。隣り合わせの辺境

であるがゆえに、政治的な思惑も絡み征服すべき「未開・野蛮」という色彩も帯びた。完全に未知な世界に

属する奇怪な化け物ではなく、身近な隣り合わせの驚異を体現するのが「妖精」なのだと言えよう。 
英語におけるフェアリーという言葉の初出は中英語のブルトン・レ、Sir Orfeoである。ブルトン・レはヨ

ーロッパ中世における「驚異」の歴史の中で 12 世紀における一大開花の一端を担い、しばしば妖精に象徴
される超自然的な要素を持つのが特徴のジャンルである。典拠であるギリシア・ローマ古典のオルペウスの

物語と比して Sir Orfeoを特徴づけているのは、妖精および妖精の国の存在である。このような中世ロマンス
に認められる超自然的な要素や異界にまつわるエピソードなどは、中世英文学研究において 19 世紀末以来
「ケルト起源」として説明されてきた。Sir Orfeoにおける「ケルト的」要素に初めて注目し、ケルト諸語圏
における類話に縦横に言及しつつ、これを作品の起源と結び付けて論じたのは、G. L. Kittridgeであったが、
1886年のこの論文ではアイルランドやウェールズの伝承との類似が十把一絡げに「ケルト伝承」起源の例証
として指摘されている8。しかし「ケルト文学」という概念は、Ernest Renan の『ケルト民族の詩歌』(1854
年)以前には存在しなかったものである。中世ロマンスにおける超自然的要素の起源をケルト語圏における
妖精や異界にまつわる類話に求める 19 世紀末以降の研究姿勢は、ケルト諸語の話者に「ケルト人」として
統合・一般化されたイメージを付与した RenanやArnoldのケルティシズムの影響を受けたものであると見な
されよう。妖精といえば「ケルティック」と同定されるようになったのは、Sims-Williams が the Visionary 
Celtと呼ぶ「ケルト」に対するこうしたステレオタイプに根ざすところが大きいと思われる。 

 
Tolkien にとっての Celtic なるもの 

Tolkienのエルフは、Yeatsが「気高く美しい」とするアイルランドの Tuatha Dé Danannのイメージを踏
襲していると見なされている9。しかし Tolkienにとって自身のエルフが「ケルティック」であるとしたら、
それはエルフの言語、Sindarinがウェールズ語というケルト語の音韻体系を基に作られているということに
尽きよう。ブリテン島において記録に残る最古の言語である British（ブリトン語）の直系の子孫であるウェ
ールズ語は、Tolkienにとって歴史的な観点および審美的観点からかけがえのない存在だった。 

 
  
 



Welsh is of this soil, this island, the senior language of the men of Britain; and Welsh is beautiful.10 
 
ウェールズ語の音韻がなぜ言語としてもっとも審美的喜び(linguistic aesthetic pleasure)を与えるのか、なぜ特
定の言語の音韻に強く心惹かれるのかに関して、Tolkien は非常にユニークな仮説を持っており、このよう
な言語学的思考には個人的なものと、一定のグループに共有されるものがあるが、どちらも個人の言語的故

郷(home)の感覚と結び付いていると考えていた11。このような個人の生来の言語的嗜好(“inherent linguistic  
predilections”)12を Tolkienは native languageという概念で説明しようとした。普通 native languageと言えば母
語、第一言語のことだが、Tolkien はこれを “native linguistic potential”と言い“preferences in the individual for 
certain phonetic elements or combinations … reflecting an individual’s innate linguistic taste”と説明している13。

Tolkien がここで複数形を使っていることからも分かるように、個人的な言語的嗜好は移り変わるものだと
して、自分もラテン語、ギリシア語、スペイン語、ゴート語、フィンランド語、そして British-Welsh（中世
ウェールズ語、さらにブリトン語という祖先が内包されているという意味でのウェールズ語）という決定的

な native languageに辿り着いたのだと言う。 
Tolkienは一方で自らの native languageは、個人的なレベルだけではなく集団に共有されるレベルがあると
考えていた。かつてブリテン島のほぼ全域が Britishの言語圏でありその言語文化を共有していたという歴史
を考えた時、ブリテン島に住む人々にとって Britishの末裔である現代ウェールズ語は、言語的心性の琴線に
触れ、奥深く眠っている Britishという native languageを呼び覚ましてくれる。ブリテン島に住む人々はいま
だに深層部ではブリトン人(British)なのであり、その言語(British)とその後裔であるウェールズ語を通して、
そこへと帰郷できるのだと主張する14。『指輪物語』の中の人名や地名は、ウェールズ語の音韻体系のパタ

ーンを意図的にモデルとした Sindarin というエルフ語で作られている。この帰郷願望を探求しようとしたの
が『指輪物語』であると位置づけているのである15。 

 
Tolkien にとっての Celtic なるもの 
ウェールズ語は、ブリテン島の基層言語である British から一連の音韻変化を経て派生したものである。

Tolkienはこれと同じ音韻変化の過程をエルフ語の祖語である Common Eldarinから Sindarinへの変化に当て
はめている。Common Eldarinから派生したエルフ語はQuenya, Telerin, Noldorin, Ilkorin, Danianと枝分かれし、
1940年頃のメモにも見られるように、Tolkienはそれぞれの関係性に応じて音韻変化を検討している16。この

メモの時点ではまだ Sindarinの名前がないが、Tolkienはエルフ語間の関係性も常に改訂し続け、1951年には
『指輪物語』に合わせて、それまで何十年にも亘って作り上げてきたエルフ語の歴史に大規模な改変を行い、 

Sindarin をすべての Middle-earth のエルフが話す言葉と位置づけた。これは、Middle-earth における Sindarin
に、ブリテンにおける British-Welsh（かつてブリテン全域で話されていた言葉であり、ブリテンの基層言語）
に呼応する性格を付与したわけである。 

Tolkien にとっての「ケルト」とは何かと考えた時、それはブリテンの土壌で齢を重ねた基層言語として

の British-Welshという、彼が言うところの native languageであり、それを彼の作品世界(the Secondary World)
で映し出している Sindarinというエルフ語だと言えよう。 
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